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４面  いきいきクラブニュース｜女性部通信｜
 毎日ドクター   笑って健康！ 笑わせて脳いきいき！
５面 市町村トピックス｜ 100万人会員増強運動｜絵てがみ展覧会

６面 川柳道場｜俳句道場
７面 読者プレゼント｜脳トレパズル｜
 わたしの健康法
８面 いきいきインタビュー：大治太鼓｜
 いきいき体操｜ 編集後記

	1・2面 紅葉に染まる、霊山。鳳来寺山へ。	特集

愛知の老人福祉

 お願い  『いきいきライフ』は掲載企業様の広告費で発行しています。サポートして頂ける広告主様がございましたらご紹介下さい。

年 4 回 発 行 (1月・4 月・7月・10月）

ご応募お待ちしております。（詳細は7面）

鳳来寺山遠景。美しい岩肌を見せる鏡岩。

プレゼントが当たる！

　

11
月
23
日（
祝
）の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、鳳
来
寺
山
表

参
道
を
、
竹
筒
を
使
っ
た
ろ
う

そ
く
で
灯
す
イ
ベ
ン
ト「
千
の
灯

火
」や
物
産
展
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
す
。詳
し
い
日
程
は
観
光
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紅葉に染まる、霊山。

鳳来寺山へ。

　

標
高
6
4
5
m
、山
全
体
が
国

の
指
定
・
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鳳
来
寺
山
は
、

自
然
の
宝
庫
。植
生
豊
か
な
森
や

鏡
岩
な
ど
自
然
の
造
形
美
が
見

ら
れ
、
秋
に
は
山
岳
一
体
で
紅

葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
1
3
0
0
年
前
に
利
修
仙
人

が
開
山
し
た
と
伝
わ
る
霊
山
で

修
験
者
た
ち
の
修
行
の
場
で
も

あ
っ
た
鳳
来
寺
山
。中
腹
に
は

古
刹
・
鳳
来
寺
を
は
じ
め
、歴
史

を
物
語
る
史
跡
が
点
在
。脚
に

自
信
の
な
い
方
で
も
手
軽
に
楽

し
め
る
コ
ー
ス
が
あ
る
の
で
絶

景
を
見
に
、ぜ
ひ
、出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

1
3
0
0
年
の
歴
史
を

有
す
る
古
刹
と
、

貴
重
な
自
然
が
残
る
霊
山
。

お問い合わせ／新城市観光協会 ☎0536-32-0022

公共
交通機関

車での
アクセス

 ●新東名高速道路「新城IC」下車
　151号線経由（約15分）

アクセスアクセス ※鳳来寺山表参道まで

❶JR飯田線「本長篠駅」下車
　豊鉄バス  田口線へ乗り換え「鳳来寺」下車
❷高速バス「藤ヶ丘」→「川路」下車（約80分）
　豊鉄バス  田口線へ乗り換え「鳳来寺」下車

 　
も
み
じ
ま
つ
り



（2）平成29年（2017年）10月号

読者のこえ 特集（美ヶ原高原）：学生時代何度も訪れました。アルプスの山々は昔のままかと想像致します。（扶桑市：70代男性）

新東名高速道路「新城IC」からすぐ。
ドーム型の木造建築が目をひく道の
駅「もっくる新城」。産直市場やフード

コート、足湯、観光案内所など、奥三河の
魅力が満載。「口コミで選ぶ！行ってよかった道の

駅ランキング2016」を受賞しています。中でも人気は、温泉卵の「たまごかけごはんモーニング」と、
ジビエカレー・地野菜など地元の食材を使ったメニューが自慢の「ランチバインキング」。どちらも食べ
放題でお腹いっぱいに。ジャンボ五平餅やジャイアントメロンパンなど話題のおみやげも。

開湯1,300年の歴史
を持つ湯谷温泉のお湯を使用した
足湯。疲れを忘れさせてくれます。

地元産のジビエを使用した絶品ラーメン。
澄んだクセのないスープに、甘辛く煮た

猪の肉がおいしい。

道の駅 もっくる新城

道の駅もっくる新城 ／ 新城市八束穂五反田329-7　☎0536-24-3005

今話題の
道の駅グルメ
といえば、
 ここ！

足湯（木曜休み）

ししラーメン

鳳来寺山おすすめコース

推定樹齢800年、
高さ60m、日本一
を誇る杉の巨木。
幹の上方で広がる
枝がまるで傘をさ
したように見える
ことから「傘すぎ」
と呼ばれています。

8080800年0年0年
日本

鳳来寺山石段入口鳳来寺山石段入口 石段石段

仁王門仁王門

傘すぎ

鳳来山東照宮

徳川家光公に
よって慶安4年
に建立。日光・
久能山とともに
日本三東照宮
と称されます。
国の重要文化
財。

鳳来寺本堂前田楽堂からの眺め鳳来寺本堂前田楽堂からの眺め

古くから信仰を集め、江戸時代には幕府から厚い
保護を受けていた鳳来寺。NHK大河ドラマ「直虎」
ゆかりの地でもあり、井伊直虎の養子で徳川四天
王の一人井伊直政が少年時代に匿われていた
ことでも知られます。

鳳来寺本堂大河ドラマゆかりの地

鳳来寺山表参道
徒歩
約20分

徒歩
約20分

徒歩
約40分

徒歩
約5分

健脚向き
コース

1425段の石段

鳳来寺仁王門

鳳来寺本堂

途中

鳳来寺山
パークウェイ駐車場

お手軽
コース

鳳来寺本堂

徒歩
約5分

鳳来山東照宮

紅葉散策紅葉散策

徒歩
約10分

紅葉スポット散策紅葉スポット散策

鳳来山東照宮

さらに脚に自信のある方は、鳳来寺本堂から山頂
まで人気のハイキングコースを楽しむのも。所要時間
50分で山頂からの素晴らしい眺望が楽しめます。

澄みわたる山の空気を感じながら、紅葉と歴史散策を楽しみませんか？澄みわたる山の空気を感じながら、紅葉と歴史散策を楽しみませんか？

健康調査健康調査 ～ 趣味はなんですか？ ～

健康長寿の秘けつは、畑仕事・土いじりにある様です。
皆さん、体を使ったり、頭を使ったりと様々な楽しみを持っていますね。

いきいきライフ夏号アンケートより（有効回答727人）

（10％）

（8％）

（7％）

（6％）

（6％）

71人
56人
51人
40人
38人

6位
7位
7位
9位
10位

旅行・温泉
ゴルフ
川柳・俳句
ダンス・体操
ウォーキング

（5％）

（5％）

（5％）

（5％）

（4％）

37人
34人
34人
31人
30人

菜園・園芸
手芸
グラウンド・ゴルフ

菜園・園芸
手芸
グラウンド・ゴルフ
読書
カラオケ

1位
2位
3位
4位
5位



読者のこえ 特集（振り込め詐欺）：そんな金があったら東北、九州の処に振り込んでます。（岡崎市：70代男性）
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読者のこえ 趣味：大学の講義を聴講すること。（稲沢市：70代男性）

導
法
を
実
際
に
学
び
、

身
体
の
仕
組
み
を
知
っ

た
う
え
で
、身
体
を
動

か
す（
運
動
す
る
）意
味

を
知
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま

し
た
。

　

今
回
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
が
各
地
域
に

お
い
て
健
康
づ
く
り
を

広
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
」
の
各
案
が
、

満
場
一
致
で
採
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
本
紙

の
健
康
企
画
の
著
者
で

も
あ
る
毎
日
ド
ク
タ
ー

理
事
長　

山
田
正
樹
氏

に
よ
る
「
輝
く
ゴ
ー
ル

デ
ン
エ
イ
ジ
を
め
ざ
し

て
！
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
健
康

で
長
生
き
に
過
ご
す
た

め
に
は
等
、
健
康
寿
命

を
延
ば
せ
る
秘
訣
を
楽

し
く
、
分
か
り
や
す
く

お
話
し
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
■
大
会
宣
言

【
１
】
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
活
動
を
推
進

し
、
心
身
と
も
に
健
康

の
保
持
に
努
め
、
生
涯

学
習
活
動
や
、
社
会
参

加
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。

【
２
】
仲
間
の
輪
を
広

げ
る
活
動
と
病
弱
や
寝

た
き
り
の
仲
間
を
支
え

る
友
愛
活
動
を
引
き
続

き
展
開
し
、
高
齢
者
の

孤
立
化
や
閉
じ
こ
も
り

　

７
月
28
日（
金
）あ
い

ち
健
康
プ
ラ
ザ（
東
浦

町
）に
て「
第
17
回
シ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」を
開
催
し
、県

内
の
会
員
33
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
順
天
堂
大
学

名
誉
教
授
の
武
井
正
子

先
生
を
迎
え「
健
や
か

な
100
歳
を
め
ざ
し
て

高
齢
期
の
運
動
に
よ
る

健
康
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
、午
前
中
は
講
義
、

午
後
は
ジ
ム
に
移
動
し

て「
体
力
測
定
」の
測
定

器
の
設
置
や
測
定
の
仕

方
の
体
験
や「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」の
指

　

８
月
30
日（
水
）、
豊

田
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

52
回
愛
知
県
老
人
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
部
で
は
、
愛

知
県
知
事
表
彰
・
感
謝

状
、
愛
知
県
老
連
会
長

表
彰
・
感
謝
状
の
顕
彰

が
あ
り
、
続
く
協
議
で

は
「
大
会
決
議
」「
大

会
宣
言
」「
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
の
申
し

を
防
止
し
ま
す
。

【
３
】
幅
広
い
高
齢
者

の
参
加
に
よ
る
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て
、
強

化
・
促
進
を
図
り
、
平

成
30
年
度
ま
で
に
会
員

数
41
万
人
の
目
標
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

【
４
】「
老
人
の
日
・
老

人
週
間
（
９
月
15
日
か

ら
９
月
21
日
）
の
趣
旨

を
ふ
ま
え
、「
社
会
奉

仕
の
日
」
の
全
国
一
斉

活
動
な
ど
の
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
。

【
５
】
若
手
リ
ー
ダ
ー

及
び
女
性
の
活
力
が
発

揮
で
き
る
場
づ
く
り
を

拡
大
す
る
な
ど
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
、
明
る
く

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

【
６
】
常
に
家
族
と
話

し
合
い
、
近
隣
と
の
親

交
や
、
世
代
間
の
交
流

を
深
め
、
伝
承
活
動
を

通
じ
て
地
域
文
化
の
継

承
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

【
７
】
地
域
の
見
守
り

活
動
や
防
犯
・
防
災
活

動
及
び
交
通
安
全
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
消
費
者
被
害
や
詐

欺
被
害
を
防
ぎ
、安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

健康企画

山田 正樹 先生
愛知医科大学医学部卒後、名古屋大学
医学部第３内科に入局。
医学博士、認定産業医。
現在は一般財団法人毎日ドクター理事
長として内科外来、消化器内視鏡検査、
健康診断を担当。多くの企業で産業医活
動、医学講演も行っている。
毎日ドクターは平成29年4月、JRゲート
タワー 26Fに移転、新クリニックOPEN。

一般財団法人  毎日ドクター
名古屋市中村区名駅 1-1-3  ＪＲゲートタワー 26F
ＴＥＬ052-581-2526　ＦＡⅩ 052-561-0515

www.mainichi-dr.com

外来診療 健康診断 人間ドック

内科｜耳鼻咽喉科｜眼科｜皮膚科｜精神科｜婦人科
（糖尿病治療 痛風・リウマチ治療も行っています）

私
た
ち
の
脳
は
…

　
人
間
の
脳
は
、
脳

幹
、大
脳
辺
縁
系
、大

脳
新
皮
質
と
い
う
３

層
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。〈
イ
ラ
ス
ト
１
〉

脳
幹
は
頸
椎
の
上
方

に
位
置
し
て
い
て
、生

き
る
た
め
に
必
要
な

呼
吸
や
食
欲
な
ど
の

中
枢
が
存
在
し
て
い

ま
す
。大
脳
辺
縁
系
は

さ
ら
に
上
方
の
頭
蓋

底
に
位
置
し
て
お
り
、

喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感

情
を
つ
か
さ
ど
っ
て

い
ま
す
。大
脳
新
皮
質

は
大
脳
半
球
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
脳
で
、高

次
元
の
機
能
を
持
ち
、

計
算
、記
憶
、創
造
、意

思
、理
性
な
ど
を
つ
か

さ
ど
っ
て
い
ま
す
。

笑
い
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
？

　
笑
う
と
い
う
行
動

は
、視
覚
や
聴
覚
か
ら

心
地
よ
い
、楽
し
い
、

滑
稽
な
刺
激
が
伝
わ

る
と
、前
述
の
脳
幹
→

大
脳
辺
縁
系
→
大
脳

新
皮
質
が
順
番
に
興

奮
す
る
こ
と
に
よ
り

発
生
し
ま
す
。即
ち
、

笑
う
と
い
う
行
動
は

脳
全
体
を
刺
激
興
奮

さ
せ
て
、脳
を
活
性
化

さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

笑
い
の
健
康
効
果
！

　
毎
日
、楽
し
く
笑
っ

て
生
活
を
送
る
と
次

の
よ
う
な
効
果
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

〈
イ
ラ
ス
ト
2
〉

❶
が
ん
を
退
治
す
る
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
細

胞
が
元
気
に
な
る

❷
様
々
な
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
正
常
に
機
能
す
る

❸
脳
の
血
流
が
増
加
し

て
、う
つ
傾
向
や
認
知

症
が
予
防
さ
れ
る

❹
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
の

脳
波（
ア
ル
フ
ァ
波
）が

増
加
し
て
血
圧
が
安
定

す
る

さ
さ
い
な
こ
と
で
も

笑
え
る
毎
日
を
！

　
毎
日
、楽
し
く
笑
う

こ
と
は
健
康
維
持
や

加
齢
予
防
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、笑
い
が
お
こ
る

き
っ
か
け
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
誰
か
が

笑
っ
て
い
て
も
、ご
自

身
は
笑
え
な
い
時
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、そ

の
逆
も
あ
る
で
し
ょ

う
。笑
い
の
ツ
ボ
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、

そ
れ
で
大
丈
夫
で
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
を
笑

い
に
転
化
す
る
た
め

に
は
、ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
を
送
り
、よ
く
観

察
を
し
て
、大
い
に
想

像
・
空
想
を
し
ま
し
ょ

う
。余
裕
が
あ
れ
ば
誰

か
を
笑
わ
せ
る
小
ネ

タ
を
考
え
て
、も
っ
と

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

大脳新皮質
大脳辺縁系

脳幹
〈イラスト1〉

免疫システム

認知症予防

アルファ波

〈イラスト2〉

がん予防

笑
う
門
に
は
健
康
来
る

笑
っ
て
健
康
！

笑
わ
せ
て
脳
い
き
い
き
！

ち
ぎ
れ
雲
と
パ
ン
ダ

　

戦
後
72
年
、
真
夏
の
52
年
ぶ
り
の
長
雨

で
、
傘
が
手
ば
な
せ
な
い
今
夏
…
雨
傘
か

ら
カ
ラ
フ
ル
な
日
傘
に
変
わ
る
頃
、
ふ
と

見
上
げ
る
と
、
ち
ぎ
れ
雲
が
浮
か
ん
で
い

た
。
長
雨
の
あ
と
広
い
空
に
一
片
ポ
ツ
ン

と
感
心
し
て
い
る
と
、
ゆ
っ
く
り
北
西
へ

動
く
う
ち
に
そ
の
白
雲
は
淡
あ
わ
と
消
え

て
し
ま
っ
た
後
は
、
透
き
通
る
様
な
青
い

空
だ
っ
た
。
今
夏
は
異
常
な
気
温
が
続
き
、

凌
ぎ
に
く
い
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
の
中
、
可
愛
い
パ
ン
ダ
が
生
ま
れ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
、
微
笑
ま
し
い
、
ま

る
で
縫
い
ぐ
る
み
の
様
だ
。
後
ろ
足
で
方

向
転
換
を
一
生
懸
命
に
す
る
様
子
を
母
さ

ん
パ
ン
ダ
が
優
し
く
見
守
る
親
子
の
情
愛

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
元
気
を
頂
く
。
一

生
懸
命
に
何
か
を
や
ろ
う
、
一
筋
に
、
思

い
切
り
…
こ
の
頃
こ
の
思
い
に
遠
ざ
か
っ

て
い
る
私
自
身
に
大
き
な
お
手
本
を
示
し

て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
…
パ
ン
ダ

さ
ん
、
す
く
す
く
と
大
き
く
育
っ
て
ね
！

女
性
部
会
長

県
老
連
副
会
長

久
木  

好
子

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

愛
知
県
老
人

福
祉
大
会

愛知 いきいき
　　クラブニュース

第17回

第52回

① 毎年、健康診断を受けよう
② バランスよく多品目の食材を食べよう
③ 体操、散歩、運動をしよう
④ おしゃれをして外出しよう
⑤ おおらかに自然体でいこう

健康寿命第１位をめざす５つのポイント
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読者のこえ 健康企画：きんさんぎんさんが朝食で梅干しを1個食べるというのをＴＶで見ましたが、これが長生きの秘訣かなあ。（瀬戸市：70代男性）

この広告は、「老人クラブ傷害保険（老人クラブ団体傷害保険特約付帯普通傷害保険）」、「普通傷害保険」、「老人クラブ活動専用賠償責任保険（施設賠償責任保
険・生産物賠償責任保険）」についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「老人クラブ３つの保険ご案内パンフレット」「概要・ご加入の際の注意事項」等
をよくお読みください。詳細は、保険会社よりご契約者である団体の代表者にお渡ししております保険約款によります。ご不明な点等がありました場合には、全老
連保険係または取扱代理店、引受保険会社までお問い合わせください。　　　　　

老人クラブ会員向けの保険で安心補償

壇
、ペ
タ
ン
ク
な
ど
15

に
の
ぼ
り
、希
望
す
る

人
が
い
れ
ば
他
地
域
か

ら
の
参
加
も
受
け
入
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
連
合
会
の
会
長
で

も
あ
り
、「
南
第
一
河

和
笑
福
会
」会
長
を
16

年
続
け
る
磯
貝
通
彦
さ

ん
は
、日
本
詩
吟
学
院

師
範
の
経
歴
を
活
か
し

て
詩
吟
ク
ラ
ブ
の
先
生

と
し
て
も
活
躍
。自
然

に
造
詣
の
深
い
連
合
会

副
会
長
の
木
原
荘
桂
さ

ん
は
、山
野
草
の
会
を

長
年
主
催
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
特
技
や
好

き
な
こ
と
を
活
か
し
て

目
撃
し
た
と
い
う
花
井

さ
ん
。「
昨
年
は
、津
島

警
察
署
の
協
力
を
得
て

半
年
間
、毎
月
1
回
大

治
町
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。反
射

板
や
タ
ス
キ
な
ど
、啓

発
グ
ッ
ズ
も
効
果
的
に

渡
せ
、交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」。こ
の
活
動
が

き
っ
か
け
で
新
規
会
員

も
増
え
、会
員
の
事
故

は
な
い
と
い
い
ま
す
。

■「
子
ど
も
の
涙
に
ほ

ろ
り
。来
年
も
元
気
で

や
ろ
う
！
と
意
欲
が

わ
き
ま
す
」

　

美
浜
町
河
和
地
区

で
は
6
つ
の
老
人
ク

ラ
ブ
が
集
ま
り
、「
連

合
河
和
笑
福
会
」を
結

成
し
て
い
ま
す
。
会

員
数
は
合
わ
せ
る
と
、

約
3
0
0
名
。
い
ろ

い
ろ
な
行
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、趣
味
の
ク

ラ
ブ
な
ど
、ひ
と
つ
に

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と

で
大
き
な
力
と
な
り
、

会
員
同
士
の
交
流
も
大

変
活
発
で
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

ク
ラ
ブ
は
、カ
ラ
オ
ケ
、

パ
ソ
コ
ン
、
卓
球
、
詩

吟
、山
野
草
、炭
焼
き
、

民
芸
、お
や
つ
作
り
、花

　

名
古
屋
の
す
ぐ
お

隣
、大
治
町
馬
島
地
区

で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い

う
会
長
の
花
井
政
光
さ

ん
。「
こ
の
辺
り
は
、昔

は
の
ど
か
な
農
村
で
し

た
が
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増

え
、70
歳
以
上
の
高
齢

者
も
約
1
5
0
名
と
増

え
て
い
ま
す
。『
馬
島

福
徳
会
』の
会
員
は
、現

在
48
名
。勧
誘
は
気
軽

に
、出
ら
れ
る
時
に
出

れ
ば
い
い
か
ら
と
、機

会
あ
る
毎
に
お
誘
い
し

て
い
ま
す
」。こ
の
地
区

は
交
通
事
故
が
多
く
、

今
日
も
近
く
で
事
故
を

教
え
た
り
、教
え
ら
れ

た
り
。楽
し
く
活
動
・

交
流
し
て
い
ま
す
。

■「
忙
し
く
し
て
い
る
こ

と
が
元
気
の
源
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
の

は
幸
せ
な
こ
と
で
す
」

　

会
長
の
磯
貝
さ
ん

は
、「
魅
力
あ
る
行
事
・

活
動
を
常
に
続
け
る

こ
と
、
恩
返
し
は
必
ず

　

お
祭
り
が
盛
ん
な
地

域
、
春
と
秋
の
お
祭
り

で
は
元
気
な
会
員
が
伝

統
の
神
楽
を
曳
き
回

し
、
ご
祝
儀
で
祭
り
の

模
擬
店
を
開
く
な
ど
、

地
域
交
流
に
も
大
い
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
大

治
小
学
校
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
る
「
じ
い

ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

ら
学
ぶ
会
」
に
は
毎
年

や
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
い
ま
す
。
民
生
委

員
と
連
携
し
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
訪

問
、
集
会
場
と
し
て
利

用
し
て
い
る
観
光
セ

ン
タ
ー
の
植
栽
剪
定

や
掃
除
、
子
ど
も
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

多
く
の
会
員
が
参
加
、

3
年
生
の
子
ど
も
た

ち
と
朝
か
ら
給
食
ま

で
い
っ
し
ょ
に
過
ご

し
、
交
流
し
て
い
ま

す
。「
め
ん
こ
や
お
手

玉
、
け
ん
玉
、
あ
や
と

り
、
コ
マ
回
し
な
ど
体

を
使
っ
た
昔
遊
び
を

し
ま
す
が
、
じ
い
ち
ゃ

ん
！
ば
あ
ち
ゃ
ん
！

と
嬉
し
そ
う
に
膝
に

も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
つ
も
り

と
い
い
ま
す
。
毎
年
行

わ
れ
る
美
浜
町
立
河

和
小
学
校
で
の
1
年

生
と
の
「
ふ
れ
あ
い
学

級
」
は
楽
し
み
の
ひ
と

つ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
お
礼
の

絵
や
作
文
は
、
み
ん
な

の
宝
物
と
い
い
ま
す
。

の
っ
て
き
た
り
、
じ
ゃ

れ
る
子
も
。
帰
り
際
に

は
別
れ
る
の
が
嫌
だ
と

泣
く
子
も
い
て
、
ほ

ろ
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
先
生
に
伺
う
と
、

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
暮
ら
し
た
こ
と
が

な
く
、
ま
っ
た
く
触
れ

あ
っ
た
経
験
の
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
る
ん
で

す
ね
」

河
和
地
区
6
つ
の
ク
ラ
ブ
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
魅
力
あ
る
活
動
。

 
2
0
1
6「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」表
彰 

知
多
郡
美
浜
町
河
和
地
区
　「
南
第
一
河
和
笑
福
会
」

伝
統
の
お
祭
り
や
学
校
行
事
で

地
域
や
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

 
2
0
1
6「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」表
彰 

知
海
部
郡
大
治
町
　「
馬
島
福
徳
会
」

会長磯貝通彦さん（左）、連合会副会長木原荘桂さん（右）会長花井政光さん（左）、副会長森末明さん（右）

河和小学校「ふれあい学級」の記録
地区に伝わる神楽を曳く「馬島福徳会」のみなさん

平成30年まで

地域いいきき 市町村トピックス市町村トピックス
老人クラブ「100万人会員増強運動」

総力を結集して全国100万人増強を達成しよう！

① 単位クラブは、まずはあと一人の加入増を！
② 解散クラブの防止を！
③ 未結成地域に新規クラブの立ち上げを！

会 員 増 強 運 動 3 年 目 に 向 け て

心のこもったみなさま
からの絵てがみをご紹介
いたします。

絵てがみの投稿を
お待ちしています。

豊
橋
市
・
鈴
木
さ
ん

岡
崎
市
・
杉
田
さ
ん

扶
桑
町
・
後
藤
さ
ん

安
城
市
・
野
村
さ
ん

瀬
戸
市
・
加
藤
さ
ん

豊
田
市
・
脇
さ
ん

〒450-0002 
名古屋市中村区名駅4-23-13  名古屋大同生命ビル4階

（株）新広社「いきいきライフ」編集室
※氏名、住所をご記入ください。 ※作品の返却はいたしません。
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読者のこえ 趣味：喫茶店モーニングめぐり。（北名古屋市：80代女性）

田中宏明（たなか・ひろあき）
昭和14（1939）年、愛知県名
古屋市生まれ。新俳句人連盟
幹事、愛知支部事務局長。
県下、各句会講師。愛知県
岩倉市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

新海照弘（しんかい・てるひろ）
昭和6（1931）年、愛知県知多
市生まれ、20代のころから川
柳づくりに励む。
現在、番傘川柳本社同人、名
古屋番傘川柳会同人、名古
屋市民文芸祭選者、愛知川
柳作家協会相談役、西岐阜
川柳講座講師、岐阜県各務原
市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

夏
の
夜
の
フ
ル
ー
ト
奏
で
る
細
き
指

半
田
市
　
鈴
木
　
美
子

【
寸
評
】　

こ
の
夏
は
乱
暴
な
夏
だ
っ
た
。
南
に
北
に
肝
を
潰
す

ほ
ど
雨
を
降
ら
し
、
数
多
な
暮
し
と
命
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。

悄
然
と
し
た
心
に
沁
み
来
る
優
し
い
フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
明
日

に
向
か
う
気
を
呉
れ
て
る
。

嫁
の
座
も
母
の
座
も
経
て
豆
の
飯

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

【
寸
評
】　

立
て
た
暮
し
を
守
っ
て
四
十
年
、
五
十
年
と
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。
今
は
見
守
ら
れ
る
媼
と
な
っ
て
日
々
を
繋
い
で

い
る
。
家
族
の
気
配
り
の
沁
み
た
好
物
が
何
と
も
心
地
良
い

支
え
な
の
だ
。

家
中
が
幼
の
顔
に
庭
花
火安

城
市
　
稲
垣
カ
ノ
ヱ

【
寸
評
】　

カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
は
指
折
り
数
え
、
子
や
孫
以
上

に
待
ち
遠
し
い
夏
休
み
、
逢
う
度
に
名
前
が
思
い
出
せ
な
い

ほ
ど
成
長
し
て
い
る
孫
た
ち
。そ
の
手
に
の
せ
て
や
る「
お
盆
玉
」

に
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。

　

岡
崎
市
　
糟
谷
　
す
み

一
宮
市
　
細
江
　
春
茂

一
宮
市
　
森
　
　
恭
彦

豊
川
市
　
宮
城
　
忠
義

稲
沢
市
　
農
中
勇
一
郎

豊
田
市
　
伊
藤
か
わ
ゑ

安
城
市
　
神
谷
と
み
子

西
尾
市
　
佐
藤
　
哲
也

一
宮
市
　
松
原
　
美
音

岡
崎
市
　
石
川
香
代
子

安
城
市
　
中
根
キ
ヨ
子

豊
橋
市
　
小
椋
か
つ
子

日
進
市
　
石
野
　
憲
男

江
南
市
　
ミ
ツ
口
桂
子

稲
沢
市
　
近
藤
　
明
夫　

半
田
市
　
桃
井
　
純
夫

一
宮
市
　
羽
下
　
正
一

安
城
市
　
野
村
　
春
夫

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

一
宮
市
　
森
　
　
伴
子

岡
崎
市
　
加
藤
千
恵
子

日
進
市
　
松
山
　
　
眞

岡
崎
市
　
鈴
木
　
　
一

津
島
市
　
澤
田
　
玉
子

小
牧
市
　
加
藤
　
み
ゆ

蒲
郡
市
　
堀
田
　
勝
男

安
城
市
　
原
田
　
文
人

豊
田
市
　
加
藤
　
六
郎

安
城
市
　
神
谷
　
　
力

豊
田
市
　
水
鳥
　
圭
子

九
九
算
を
厠
に
も
貼
り
夏
休
み	

半
田
市 

扇
谷
よ
し
の

草
笛
を
教
え
て
二
十
征
っ
た
き
り	

岡
崎
市 

鈴
木
　
　
一

と
も
か
く
も
生
き
る
汗
か
く
老
い
の
意
地	

岡
崎
市
　
岩
瀬
　
昭
夫

蛍
舞
う
過
疎
に
一
夜
の
に
ぎ
や
か
さ　

	

岡
崎
市
　
鈴
木
　
高
江

燕
の
巣
昔
わ
が
家
も
大
世
帯	

刈
谷
市
　
鈴
木
の
り
子

山
に
城
川
に
鵜
舟
の
簾
か
な	

稲
沢
市 

　
熊
谷
　
有
史

蓮
の
花
蕾
は
じ
け
り
初
嵐	

豊
田
市
　
板
倉
冨
美
子

四
季
の
あ
る
星
に
暮
し
て
稲
の
花		　
　
　

	

安
城
市
　
神
田
　
正
江

流
れ
行
く
安
曇
野
時
間
山
葵
の
田　
　
　
　

春
日
井
市
　
岡
部
　
睦
夫

挨
拶
の
言
葉
は
同
じ
猛
暑
か
な	

西
尾
市
　
牧
　
富
貴
子

母
の
日
や
母
の
年
越
へ
八
十
路
生
き	

設
楽
市
　
加
藤
　
幸
子

早
ば
や
と
夫
呼
ぶ
お
盆
庭
掃
除	

豊
川
市
　
竹
内
き
と
子

仏
前
へ
菜
園
の
幸
霊
迎
え	

稲
沢
市
　
近
藤
　
明
夫

制
服
の
背
に
幼
さ
や
入
学
す　

		　
　
　

津
島
市
　
若
林
　
雅
美

文
化
の
日
八
十
路
母
に
は
明
治
節	

豊
橋
市 

河
合
　
昭
子

来
し
方
を
思
い
新
た
に
秋
立
ち
ぬ	
稲
沢
市 

近
藤
と
し
江

仏
壇
の
母
と
か
た
ら
ん
新
茶
入
れ	
春
日
井
市
　
岩
田
　
佑
子

西
瓜
売
り
誉
め
て
叩
い
て
音
を
売
る	

岡
崎
市
　
富
田
　
征
也

人
住
ま
ぬ
寺
に
咲
き
継
ぐ
百
日
紅	

常
滑
市
　
田
村
　
秀
男

目
借
時
背
の
赤
子
の
夢
心
地　
　
　

		　

日
進
市
　
石
野
　
憲
男

 

特
　
選

 

入
　
選

川
柳
道
場「
次
回
の
お
題
」は

「
寝
る
」「
夢
」
で
す
。

第46回

田
中
宏
明
さ
ん
の

俳
句
道
場

当
季
雑
詠

新
海
照
弘
さ
ん
　の

川
柳
　 

場
道各

地
で「
川
柳
入
門
講
座
・
教
室
」な
ど
で
お
話
を
し
ま
す
。川
柳
好
き
な
お
友
達
を

10
名
く
ら
い
集
め
て
く
だ
さ
い
。照
弘
が
出
か
け
ま
す
。講
師
手
当
て
は
無
料
で
す

（
謝
金
不
要
・
旅
費
実
費
）。詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒461-0011
名古屋市東区白壁1-50
愛知県社会福祉会館内

（公財）愛知県老人クラブ連合会
「いきいきライフ川柳・俳句」係

11月8日（水）必着
6月1日より、ハガキ料金が５２円から
６２円に値上げされましたので、ご投函
の際はご注意下さい。

　

川柳 俳句

                            
第35回

それぞれの
お題につき、
１人1句まで。

１人1枚、5句
まで。

川柳と俳句の応募は別々の
ハガキでご応募ください。 ※ハガキは返却いたしません。

※
ハ
ガ
キ
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

川柳・俳句の

応 募 方 法

おやつ雨

雨
あ
が
り　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

地
球
は
虹
に　
　

　
　

抱
か
れ
て　    

岡
崎
市
　
宮
𥔎
　
恵
子

【
寸
評
】　

雨
あ
が
り
に
虹
の
表
現
は
平
凡
。
し
か
し
、「
虹
に
抱

か
れ
る
地
球
」
と
い
う
き
ら
り
と
光
る
表
現
が
と
て
も
す
て
き

で
あ
る
。
虹
は
タ
イ
ミ
ン
グ
、
大
き
さ
、
美
し
さ
、
時
に
二
重
の

も
の
も
あ
る
不
思
議
さ
。
こ
の
と
こ
ろ
の
不
安
定
な
気
候
の
雷
雨
、

日
照
不
足
は
き
つ
い
。
こ
ん
な
と
き
に
お
わ
び
し
た
い
と
虹
が

出
た
ら
う
れ
し
い
の
に
。

◆ 

入
選

雨
上
り
今
日
も
一
日
頑
張
る
ぞ岡

崎
市
　
稲
吉
は
ま
子

久
し
振
り
の
雨
は
お
肌
の
化
粧
水

岡
崎
市
　
今
井
　
多
未

雨
降
っ
て
土
が
や
さ
し
く
な
っ
て
ゆ
く

安
城
市
　
神
谷
と
み
子

人
生
の
節
目
節
目
に
通
り
雨

知
多
市
　
竹
内
　
明
弘

お
湿
り
に
野
菜
い
き
い
き
旬
の
味

愛
西
市
　
山
田
　
昌
生

◆ 

佳
作

大
雨
を
招
き
た
い
人
困
る
人

老
妻
と
相
合
い
傘
も
乙
な
も
の

雨
の
日
は
穴
の
あ
く
ほ
ど
読
む
紙
面

雨
の
駅
優
し
く
開
く
迎
え
傘

雨
の
日
は
泣
き
笑
い
す
る
膝
小
僧

カ
ラ
フ
ル
な
T
シ
ャ
ツ
並
ぶ
雨
上
り

慈
雨
豪
雨
雨
に
二
つ
の
顔
が
あ
る

雨
よ
雨
格
言
ほ
ど
に
降
っ
て
く
れ

休
み
な
い
農
事
一
服
せ
よ
と
雨

雨
や
さ
し
と
き
に
は
牙
を
む
く
恐
さ

雨
だ
れ
の
音
が
侘
し
い
闘
病
記

雨
が
降
り
庭
の
紫
陽
花
う
れ
し
そ
う

雨
は
げ
し
す
ま
し
た
顔
の
石
地
蔵

お
し
め
り
を
叫
ぶ
野
菜
の
声
が
す
る

あ
あ
う
れ
し
花
の
気
持
ち
で
雨
を
聞
き

手
作
り
の　
　

 　
　

　
　

お
や
つ
を
競
う　
　

        
 　

　
　

マ
マ
の
会　

    
　
　
　
　
　
稲
沢
市
　
農
中
　
節
子

【
寸
評
】　

商
品
の
お
菓
子
で
は
な
く
、「
手
作
り
の
お
や
つ
」
が

こ
の
句
の
ポ
イ
ン
ト
。
し
か
も
、手
作
り
を
競
う
と
い
う
元
気
さ
。

マ
マ
の
会
の
に
ぎ
や
か
な
集
い
に
、
こ
の
お
や
つ
を
味
合
う
と

い
う
映
像
が
見
え
る
よ
う
だ
。
町
の
行
事
を
機
会
に
手
作
り

お
や
つ
を
お
ね
う
ち
に
売
る
と
い
う
催
し
も
の
も
面
白
そ
う
。

◆ 

入
選

硬
い
こ
と
言
う
な
草
餅
食
い
た
ま
え

碧
南
市
　
星
野
　
　
収

お
や
つ
食
べ
茶
腹
い
っ
時
さ
あ
仕
事

豊
川
市
　
中
尾
　
達
雄

糖
分
を
気
に
し
な
が
ら
の
お
や
つ
時

 

豊
明
市
　
髙
木
　
繁
伎

会
合
へ
お
や
つ
に
つ
ら
れ
参
加
す
る

春
日
井
市
　
辻
井
　
文
子

あ
ぜ
道
で
食
べ
た
お
や
つ
の
懐
し
さ

豊
田
市
　
宮
﨑
ま
ゆ
み

◆ 

佳
作

さ
つ
ま
芋
お
や
つ
で
は
な
く
飯
だ
っ
た

お
や
つ
で
す
ま
ず
は
じ
い
じ
の
仏
壇
に

愛
犬
に
お
や
つ
お
や
つ
と
と
る
機
嫌

ご
め
ん
ね
と
孫
の
お
や
つ
を
ち
ょ
い
つ
ま
む

ふ
か
し
芋
昔
の
お
や
つ
懐
し
い

ア
メ
一
つ
会
話
に
入
り
輪
が
和
む

女
子
会
の
楽
し
み
お
や
つ
持
ち
寄
っ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
も
お
や
つ
は
別
の
腹

子
の
お
や
つ
こ
っ
そ
り
夜
中
味
見
す
る

健
診
前
そ
の
お
茶
菓
子
を
遠
ざ
け
て

い
た
ず
ら
な
犬
も
お
座
り
お
や
つ
待
ち

終
戦
時
お
や
つ
と
言
え
ば
さ
つ
ま
い
も

お
や
つ
だ
よ
満
面
笑
顔
老
夫
婦

季
節
ご
と
楽
し
い
お
や
つ
午
後
三
時

コ
ン
ビ
ニ
へ
食
べ
た
い
時
が
お
や
つ
ど
き

次回の締切



           

こ
れ
が
健
康
の
秘
け
つ
！

皆
さ
ん
の
健
康
法
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

わ
た
し
の

法
康
健

（7）平成29年（2017年）10月号

　

愛知いきいきクラブ
愛知県老人クラブ連合会

会員募集中！
愛知県在住で、おおむね60歳以上の
方ならどなたでも入会できます。
※各市町村の老人クラブによっては入会制限 
　年齢が異なる場合があります。

読者
プレゼント
応募方法

脳トレパズルを解いて抽選で当たる！読者プレゼント！
A

10組
20名様

B
 20名様

C
 3名様アクアイグニス　ペア入浴券 遠赤焙焼 味のり てりやき 空き家問題　 　 1000万戸の衝撃

牧野知弘 （著） ／祥伝社

一 二
自 火 　 雲 月
星 話 身 格
光 者

隊 学
生 事 過
久 　 縁

遠 鏡 温 新

この中から使わない 2 文字で答えてください。リスト
性永自石大改記艦長白医衛
町米電通心古鳥視知死新故

トレパズル
漢 字 詰 め ク ロ ス ワ ー ド

の う ７月号の答え

答え 風 鈴

皆様のご応募を
  お待ちしています！

読者のこえ いきいきインタビュー：現役時代の歯切れのいい相撲の取り口が思い起こされ、楽しく拝見致しました。（豊田市：60代女性）

当社が本プレゼントを通じて得る個人情報は、お客様のご了承をいただかない限り、第三者に開示することは一切ありません。ただし、プレゼント提供企業様に、発送に必要な情報(当選者情報)を開示する場合があります。

あらかじめ入っている漢字をヒントに、タテ・ヨコに熟語ができるよう、
〈リスト〉の中の漢字を当てはめてください。使わずに〈リスト〉に残った
漢字を組み合わせてできる二字熟語をお答えください。

老人クラブとは、高齢者の仲間同
士がクラブ活動を通じ、暮らしを
豊かにするとともに、知識と経験
を生かして社会の一員としての
役割を果たすことを目的にした
自主団体です。

愛知いきいきクラブ
愛知県老人クラブ連合会

☎052-212-5524

アクアイグニスは「癒し」と
「食」をテーマにした複合温泉
リゾート施設。源泉100％かけ
流しの温泉と、宿泊施設を備
えるほか、辻口博啓のスイーツ
や石窯パン、奥田政行のイタリ
アン、笠原将弘の和食が楽しめ
ます。

 ●アクアイグニス
 〒510-1233 三重県三重郡菰野町菰野4800-1
 TEL 059-394-7733　https://aquaignis.jp/

20年以上愛され続けている、
浜乙女で一番人気の味付のり
です。こくのある、まろやかな
味に調味しており、遠赤焙焼

（遠赤外線による焼きあげ）製
法により、のりの風味と香りが
生きた自慢の味付のりです。
毎日の食事のお供として、お召し上がりいただけます。

 ●株式会社浜乙女
 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目16-26
 フリーダイヤル 0120-147-178（㈱浜乙女 お客様相談室）

全国でも問題になっている空家。
2020年には1,000万戸を越えると予想され
治安悪化も懸念されています。
4軒に1軒が空家になるかもしれない住宅
環境をどう再生するかが書かれた本をプレ
ゼント。
現在放置している、または使っていない空家
を弊社負担で修繕し有効活用するお手伝いをしています。
空家で困っている大家さん、ご連絡下さい！
 ● （株）ワンエッジ　小西　潤
 名古屋市東区東桜2-9-34成田ビル1F　TEL 052-750-3911 

           
応募締切

11月8日（水）
必着

ハガキに①〜⑩を明記し、下記宛先までお送りください。
①脳トレパズルの答え ②希望プレゼント ③〒・住所 ④氏名 ⑤年齢 ⑥電話番号 ⑦所属老人クラブ
⑧今号の感想  ⑨行ってみたい日帰り旅行先は？ ⑩『最後の晩餐』に食べたいものは？

 〒450-0002
 名古屋市中村区名駅4-23-13 名古屋大同生命ビル4F

（株）新広社 いきいきライフ10月号係

●6月1日より、ハガキ料金が５２円から６２円に値上げされましたので、ご投函の際はご注意下さい。 ※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きますので、ご了承下さい。

) D
3名様

F
10組

20名様

E
5組

10名様

新製品「ジョブスト ライトウェア」
男女兼用ハイソックスタイプ  2,400円（税別）
S（21.5～23.5㎝）、M（24～26㎝）、L（26.5～28㎝）

「長沢芦雪展」
招待券

「ランス美術館展」
招待券

長沢芦雪（１７５４～１７９９）は、
円山応挙の門下で、大胆奇抜
な発想で活躍しました。今日
では伊藤若冲や曽我蕭白と並んで「奇想の画家」と称されて
います。本展では、代表作の和歌山県無量寺「龍図襖」「虎図襖」
を同寺のしつらえを再現して展示し、その表現を紹介します。
会期/2017年10月6日（金）～ 11月19日（日）
会場/愛知県美術館［愛知芸術文化センター 10階］
開館時間/10:00 ～ 18:00（金曜は20:00まで）入館は閉館30分前まで
休館日/毎週月曜日 （ただし10/9（月・祝）は開館）、10/10（火）
● 中日新聞文化事業部
 TEL 052-201-3766（平日10:00～ 18:00）

フランス歴代国王が戴冠式を行った古都
ランスは、シャンパンの産地としても
有名。この街の香り高い文化を伝える

「ランス美術館」から、ドラクロワ、ミレー、
ゴーギャンなど巨匠作品や、名古屋でしか
見られない特別出品3点含む、約70点の
珠玉の名品を紹介。10/7～ 12/3開催。

 ●名古屋市美術館
 中区栄2-17-25　TEL 052-212-0001
 開館/9:30～ 17:00（11/3除く金曜は～ 20:00）入館は閉館30分前まで
 休館日/毎週月曜日（10/9除く）、10/10
 特設サイト/ http://www.chunichi.co.jp/event/reims

軽い圧迫で脚をサポートする一般
向け着圧ソックス。医療用弾性
ストッキングの技術を取り入れ、
医療用よりも軽い圧迫圧で、柔ら
かく自然な履き心地。むくみが
気になる人や高齢者の脚の健康を
サポート。
※ご応募の際は「脚の悩みとサイズ」を明記下さい。
　カラー（3色）はお任せとなります。

 ●テルモ・ビーエスエヌ㈱マーケティング
 TEL 03-6742-8200

桃 李 夕 黄 砂
源 紫 陽 花 防 御
郷 土 色 鳥 居 利
下 微 風 雑 益

夏 座 敷 月 刊 誌
場 居 間 行 陣
所 有 道 路 手 羽
名 刺 地 下 組 織

ジャック=ルイ・ダヴィッド（および工房）
《マラーの死》
Reims, Musée des Beaux-Arts
©MBA Reims 2015/
Christian Devleeschauwer.

長沢芦雪　重要文化財《虎図襖》（部分） 1786（天明6）年
和歌山・無量寺・串本応挙芦雪館蔵

10月号（138号）
の答え 

　

表
題
を
信
じ
、若
い
頃

は
会
社
の
後
輩
達
と
名
古

屋
の
街
中
を
走
り
ま
し

た
。家
を
継
ぐ
た
め
、
古

里
に
戻
り
ま
し
た
が
、各

地
で
行
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
す
る
の
が
楽
し
み

に
な
り
、こ
れ
ま
で
二
百

以
上
の
大
会
に
出
て
い
ま

す
。そ
の
う
ち
、フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
は
13

回
程
完
走
し
ま
し

た
。遠
く
は
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
、東
は

神
奈
川
県
、西
は
神

戸
辺
り
ま
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
ま

す
。年
間
を
通
し
て

人
一
倍
多
く
酸
素
を
取
り

入
れ
て
お
り
、健
康
診
断

で
は
年
齢
に
し
て
は
若
い

と
言
わ
れ
ま
す
。ま
た
、食

生
活
で
は
梅
干
と
納
豆
、

少
々
の
日
本
酒
を
毎
日
食

し
ま
す
。こ
れ
ら
の
バ
ラ

ン
ス
で
医
者
い
ら
ず
の
健

康
で
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
老
化
を
遅
ら
せ
る

　
　

東
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　
　

　

副
会
長　

伊
藤　

哲
人（
80
歳
）

　

１
日
は
朝
６
時
25
分
か

ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
体

操
で
始
ま
り
ま
す
。早
朝
、

畑
で
野
菜
の
収
穫
を
し
て

農
協
の
産
直
広
場
へ
出
荷

し
ま
す
。採
り
た
て
の
新

鮮
野
菜
が
沢
山
並
べ
ら
れ

ま
す
。産
直
広
場
で
は
農

家
の
方
た
ち
と
並
べ
ら
れ

た
野
菜
の
品
定
め

を
し
て
、色
々
意
見

交
換
を
し
、少
し
で

も
品
質
の
向
上
に

努
め
て
、人
に
負
け

な
い
野
菜
作
り
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
は

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク

ル
で
頭
や
指
の
体
操
の
他

に
旅
行
や
花
見
、山
菜
採

り
、親
睦
会
と
楽
し
い
仲

間
で
す
。週
に
１
回
は
詩

吟
教
室
に
行
き
、発
声
練

習
や
腹
式
呼
吸
で
声
出
し

に
挑
戦
し
、
月
に
１
回
は

同
級
生
と
ゴ
ル
フ
で
楽
し

み
ま
す
。

趣
味
を
通
し
て
仲
間
と
楽
し
む

一
宮
市　

朝
日
連
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　

会
長　

木
野　

敏
夫（
78
歳
）

　

私
の
健
康
法
は
ス
ポ
ー

ツ
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

一
番
長
い
も
の
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
40
年
に
な
り
ま

す
。チ
ー
ム
の
選
手
層
は

18
歳
～
80
歳
と
幅
が
広
い

で
す
。ま
た
、
最
近
で
は

老
人
ク
ラ
ブ
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。愛
知
県
老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

で
は
連
続
優
勝
し

て
い
ま
す
。今
年
も

３
連
覇
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

　

掲
載
し
た
写
真

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ「
デ
ィ
ス
コ
ン
」に
挑
戦

し
て
い
る
姿
で
す
。何
に

で
も
挑
む
、ス
ポ
ー
ツ
競

技
に
参
加
、こ
れ
が
私
の

元
気
長
寿
を
目
指
し
て
実

行
し
、結
果
を
出
し
て
き

た
事
で
あ
り
ま
す
。皆
さ

ん
も
今
か
ら
で
も
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ

ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
長
寿

　
　

小
牧
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　
　
　

副
会
長　

菅
沼　

澄
雄（
80
歳
）

　

健
康
づ
く
り
・
生
き
が

い
づ
く
り
と
し
て
、ラ
ジ

オ
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
10
年
目
を
迎
え
ま

す
。当
初
は
２
～
３
名
で

の
ス
タ
ー
ト
で
不
安
で
し

た
が
、毎
日
続
け
る
こ
と

で
参
加
者
も
増
え
、今
で

は
30
名
を
超
え
る
こ
と
も

あ
り
、参
加
者
同
士
の
声

か
け
の
成
果
が
あ
り
ま

す
。ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、定

例
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
親
睦
を
深
め
、パ
ト

ロ
ー
ル
等
地
域
に
も
貢
献

し
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

益
々
進
む
高
齢
化
社

会
。高
齢
者
自
身
の
努
力

や
高
齢
者
同
士
の
助
け
合

い
、支
え
合
い
が
出
来
る
牛

歩
の
会
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。“

今
日

も
元
気
に
頑
張
ろ
う
！
ラ

ジ
オ
体
操
１
・２
・３
！”

健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り

に
ラ
ジ
オ
体
操

　
　

安
城
市　

城
南
町
牛
歩
の
会　
　
　
　

　

会
長　

北
川　

弘
巳（
76
歳
）
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伝
統
の
神
楽
太
鼓
を

『
大
治
太
鼓
』へ
。

　
大
治
太
鼓
の
始
ま
り

は
、江
戸
時
代
。秋
祭

り
に
農
民
た
ち
が
五
穀

豊
穣
、無
病
息
災
を
祈

り
、神
楽
神
輿
と
と
も

打
ち
鳴
ら
し
た
神
楽
太

鼓
が
ル
ー
ツ
で
す
。尾

張
地
方
に
は
こ
う
し
た

神
楽
太
鼓
が
各
地
に
あ

り
ま
す
が
、後
継
者
が

な
く
途
絶
え
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

「
昔
こ
の
辺
り
は
、祭
り

が
近
づ
く
と
太
鼓
の
音

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

12
の
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ

社
務
所
が
あ
り
、「
お

ら
が
村
の
太
鼓
が
一

番
！ 

」と
、競
い
合
う

よ
う
に
打
ち
鳴
ら
し
、

子
ど
も
心
に
ワ
ク
ワ
ク

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。村
で
は
、男
の
子

が
生
ま
れ
る
と
太
鼓
を

買
い
、床
の
間
に
飾
る

の
が
習
わ
し
で
し
た
。

子
ど
も
は
音
が
出
る
も

の
が
好
き
で
す
か
ら
、

自
然
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。戦
争
で
祭
り
も
神

楽
太
鼓
も
中
断
し
ま
し

た
が
、世
の
中
が
平
穏

に
な
る
と
と
も
に
復

活
。村
の
お
年
寄
り
た

ち
が
嬉
し
そ
う
に
打
ち

鳴
ら
し
て
い
た
姿
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。親
が

年
を
と
っ
て
、自
分
が

親
と
な
っ
た
時
、伝
統

の
神
楽
太
鼓
を
ち
ゃ
ん

と
伝
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
、仲

間
と
太
鼓
教
室
を
始
め

ま
し
た
。平
成
4
年
に
、

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の

一
貫
と
し
て
、正
式
に

『
大
治
太
鼓
保
存
会
』が

発
足
。オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
プ
ロ
の
太
鼓
演
奏
・

作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ

る
大
江
戸
助
六
太
鼓

宗
家
小
林
正
道
氏
に
依

頼
、『
尾
張
の
風
ま
つ

り
』が
誕
生
し
ま
し
た
。

伝
承
の
神
楽
太
鼓
と
は

違
い
、大
変
勇
壮
な
楽

曲
で
演
奏
会
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る『
大
治

太
鼓
』の
顔
と
も
言
え

る
曲
目
と
な
っ
て
い
ま

す
」

プ
ロ
と
し
て
活
動
す
る

指
導
者
も
育
ち
、全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
。

　
会
員
は
、小
学
生
・

中
学
生
を
中
心
に
76
歳

ま
で
約

100
名
。演
奏
活

動
は
、お
祭
り
の
多
い

月
は
15
〜
20
回
、公
民

館
や
小
学
校
で
の
発
表

会
、町
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
や
老
人
ホ
ー
ム
慰

問
、全
国
の
太
鼓
祭
り

と
、年
間

120
回
に
も
及

ぶ
と
か
。

日
頃
の
練
習
は
ど
の
よ

う
に
？「

小
学
生
か
ら

中
学
高
校
と
、

教
室
に
通
い

育
っ
た
子
供
た

ち
が
指
導
者
と

な
り
、伝
統
を

い
い
形
で
リ

レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま

す
。こ
こ
か
ら

巣
立
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
立
ち

上
げ
た
プ
ロ

せ
な
こ
と
で
す
」

毎
年
招
待
さ
れ
る『
成

田
山
太
鼓
ま
つ
り
』で

は
、M
C（
司
会
）を
担

当
。名
古
屋
弁
キ
ャ
ラ

が
人
気
で
会
長
フ
ァ

ン
も
多
い
と
か
。人
前

で
し
ゃ
べ
る
こ
と
に
、

緊
張
は
な
い
の
で
す

か
？

「
人
前
に
出
る
こ
と
は

シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
し
、

嫌
い
じ
ゃ
な
い
。若
い

女
の
子
に「
会
長
、カ
ワ

イ
イ
！
」と
か
言
わ
れ

る
と
、正
直
悪
い
気
は

し
な
い（
笑
）行
く
先
々

で
会
場
の
段
取
り
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な

ど
、ぼ
ー
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
。太
鼓
交
流

で
全
国
を
回
っ
て
、い

ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
え

る
の
が
一
番
の
楽
し
み

で
す
」

集
団「
大
治
太
鼓

尾
張
一
座
」の
メ

ン
バ
ー
を
中
心

に
、現
在
約
25
名

の
指
導
者
が
お

り
、週
3
日
夜
2

時
間
、稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。お

か
げ
で
全
国
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。会
員
は
在
住
在
勤

が
条
件
、大
治
太
鼓
に

魅
せ
ら
れ
、わ
ざ
わ
ざ

引
っ
越
し
て
来
る
人
も

い
ま
す
」

太
鼓
交
流
で
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い

て
も
稽
古
に
行
く
と
解

消
さ
れ
ま
す
。太
鼓
は

リ
ズ
ム
を
と
り
、手
を

使
い
、全
身
運
動
な
の

で
脳
も
活
性
化
さ
れ
て

ス
ッ
キ
リ
。何
よ
り
子

ど
も
た
ち
と
し
ゃ
べ
る

こ
と
が
元
気
の
源
で

す
。ど
の
子
を
見
て
も

ニ
コ
ニ
コ
し
て
て
、大

き
な
子
が
小
さ
な
子
を

教
え
る
姿
を
見
て
い
る

と
嬉
し
く
、子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
い
く
姿

を
見
ら
れ
る
こ
と
は
幸

VOL

30

 

い
き
い
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
回
ご
登
場
い
た
だ
い
た
の
は
、大
治

町
三
本
木
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
若
山
善

之
さ
ん
。現
役
の
花
卉
生
産
農
家
で
あ

り
な
が
ら
、『
大
治
太
鼓
保
存
会
』会
長

と
し
て
、江
戸
時
代
よ
り
続
く
伝
統
芸

能
の
継
承
に
務
め
、小
中
学
生
を
中
心

に
約
100
名
の
会
員
と
と
も
に
年
間
120

回
の
演
奏
活
動
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

76
歳
と
は
思
え
ぬ
肌
つ
や
、軽
や
か
な

身
の
こ
な
し
。そ
の
元
気
の
源
と
も
い

え
る
大
治
太
鼓
の
魅
力
と
活
動
を
伺
い

ま
し
た
。

幸
福
く
れ
る
太
鼓
交
流
。

編
集
後
記

  御礼  老人クラブ役員の皆様、いつも『いきいきライフ』を配布して頂きまして、ありがとうございます。

　

今
年
の
夏
の
天
候

は
例
年
よ
り
も
不
安

定
の
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。
梅
雨
は

雨
が
少
な
く
、
梅
雨

明
け
以
降
、
雨
が
降

り
だ
す
と
豪
雨
や
雷

雨
で
犬
山
城
の
鯱
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

７
月
に
発
生
し
た
台

風
の
数
は
８
個
で
過

去
最
多
で
す
。
そ
の

中
の
１
つ
５
号
は
迷

走
し
威
力
を
強
め
、

日
本
に
直
撃
を
し
、

長
寿
台
風
と
な
り
ま

し
た
。
猛
暑
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
日
照
時

間
が
少
な
く
、
野
菜

や
果
物
が
高
騰
し
ま

し
た
。
ス
ッ
キ
リ
し

な
い
夏
で
し
た
が
、

秋
や
冬
の
天
候
が
安

定
し
、
色
々
な
行
事

が
楽
し
め
る
事
を
願

い
ま
す
。　

   （
K
）

　

前
号
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
趣
味
が
卓
球
と

い
う
方
が
多
数
お
ら

れ
た
の
で
私
も
挑
戦

し
に
市
営
体
育
館
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

８
台
あ
る
卓
球
台
の

内
５
台
は
シ
ニ
ア
の

方
で
驚
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
も
と
て
も

機
敏
に
動
か
れ
、
リ

タ
ー
ン
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
私
は
目
で
追

う
の
が
や
っ
と
。
前

後
左
右
に
細
か
く
動

く
の
で
足
も
つ
い
て

行
け
ず
完
敗
で
し

た
。
趣
味
を
持
ち
、

一
緒
に
楽
し
め
る
仲

間
が
居
る
か
ら
い
き

い
き
さ
れ
て
る
ん
だ

な
と
。
私
も
そ
ん
な

風
に
歳
を
重
ね
て
行

き
た
い
で
す
。

　
（
K
）

大治太鼓保存会会長・大治町三本木老人クラブ会長  若山善之さん
大治太鼓保存会指導・大治太鼓「尾張一座」打頭 若山和さん

全国老人クラブ連合会推奨

いきいきクラブ
体操体操

いきいきクラブいきいきクラブ

いきいきクラブいきいきクラブ
体操体操 立ってす

る運動

7-6：もも
上げの運

動

　※全体
を繰り返

し、

　2回行い
ます。

いきいきクラブ体操関連教材
●いきいきクラブ体操DVD
　2,280円（税・送料込）

●いきいきクラブ体操CD
　1,050円（税・送料込）

　購入希望の方は県老連まで
　ご連絡ください。

片足立ちは、バランス
感覚を養います。大腿
は最も大きな筋肉です。
しっかり上げて足腰
を鍛えましょう（大腰
筋）。元気に足踏みを
すると血液の循環が
良くなります。

足踏みのときに元気
良く腕を振ると、ももを
上げたとき自然に反対
の手がももに届きます。
できればもう一方の手
をななめ上に上げて、
バランスをとってくだ
さい。

効 果 指導のポイント

1・2・3・4・5・6・7・8

足
ぶ
み

ト
ン

大
治
太
鼓

『
大
治
太
鼓
保
存
会
』会
長
　
若
山
善
之
さ
ん

右足から
踏み出し
ます（1～
8）。

右足を床について（1）、左足
を上げて右手を軽く添えます

（2）。左足を床について（3）、
右足を上げて左手を軽く添え
ます（4）。交互の足で繰り
返します（5～ 8）。足踏みから
もう一度繰り返します。1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

★

細かなリズムを高速で打ち鳴らす伝統
の太鼓は、バチをくるりと回転させた
り、飛ばしたり。わーっと盛り上がりま
す。また、プロの打法や見せ方がプラス
アルファされた勇壮な曲は、見応えあ
ります。ちなみに、太鼓の音は聞くだけ
で『血がたぎる』と言われ、実際に老人
ホームの職員の方から太鼓演奏の後
は、居住者の方たちの肌つやが良くな
り、元気になると聞きました。

10月７日（土）の老人スポーツ大会で
演奏します。ぜひ、お出かけください。


